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昭
和
六
○
年
一
月
十
八
日
、
津

山
市
と
土
庄
町
（
小
豆
島
）
の
間

で
「
歴
史
友
好
都
市
縁
組
」
が
結

ば
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
末
期
、

土
庄
町
の
ほ
と
ん
ど
が
津
山
領
で

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
一

月
、
小
豆
島
九
ヶ
村
の
内
六
ヶ
村

が
津
山
領
と
な
り
ま
し
た
。
以
後

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
版
籍
奉

還
に
よ
り
、
津
山
藩
・
津
山
県
・

北
条
県
が
管
轄
、
同
五
年
よ
り
香

川
県
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
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噸
亨
展
ぺ
鵬
鈎
：

領
で
あ
っ
た
大
部
村
の
六
ヶ
村
で
、
池
田
村
は
池
田
町
」

加
部
村
・
福
田
村
（
幕
領
）
が
内
海
町
と
な
っ
て
い
る
。

津
山
領
小
豆
島
の
沿
革r~）
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江
戸
日
記
』
天
保
八
年
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，
勺
も
茄
私
剛
・
影
噴
・
訓

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
一
一
月
と
翌
八
年
一
一
月
、
津
山
領
と

幕
府
領
で
、
二
度
の
領
知
替
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小
豆
島

六
ケ
村
が
津
山
領
と
な
っ
た
。
こ
の
理
由
は
、
藩
主
松
平
斉
民
が
幕

府
に
対
し
、
加
増
願
い
を
申
し
出
た
こ
と
に
よ
る
。
松
平
氏
が
美
作

国
内
で
一
○
万
石
を
領
す
る
以
前
は
、
越
後
国
高
田
二
五
万
石
を
領

し
て
お
り
、
同
石
高
へ
の
旧
復
願
い
で
あ
っ
た
。
老
中
や
勘
定
奉
行
、

そ
し
て
大
奥
の
実
力
者
を
通
じ
て
将
軍
家
斉
へ
も
た
び
た
び
願
い
出

て
い
る
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
一
部
領
知
替

が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
新
領
地
と
な
っ
た
但
馬
・
丹
後
国
や
美
作

国
吉
野
郡
は
、
津
山
よ
り
遠
隔
地
で
不
便
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、

再
度
領
知
替
を
願
い
出
た
。

小
豆
島
を
望
ん
だ
理
由
は
、
吉
井
川
の
高
瀬
舟
を
利
用
し
て
、
津

山
城
下
か
ら
備
前
西
大
寺
へ
、
更
に
大
阪
〃
江
戸
へ
交
通
の
便
が
よ

く
、
ま
た
物
資
の
輸
送
に
最
適
地
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
小
豆
島
は
、
次
の
九
ヶ
村
に
分
か
れ
て
い
た
。
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土
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村
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村
大
部
村
草
加
部
村

福
田
村

島
内
が
他
領
と
入
り
交
っ
た
場
合
、
不
都
合
が
生
じ
て
は
と
、
全

島
を
希
望
し
た
が
、
池
田
村
・
土
庄
村
・
洲
崎
村
・
小
海
村
・
上
庄

村
・
肥
土
山
村
の
六
ケ
村
だ
け
と
な
り
、
高
五
千
九
百
石
余
が
津
山

領
と
な
っ
た
。
以
後
三
二
年
余
り
松
平
氏
に
よ
り
統
治
さ
れ
、
明
治

二
年
（
一
八
六
九
）
の
版
籍
奉
還
後
は
、
津
山
藩
・
津
山
県
・
北
条

県
が
管
轄
、
同
五
年
香
川
県
に
編
入
さ
れ
た
。
現
在
の
土
庄
町
は
、

旧
津
山
領
の
土
庄
・
洲
崎
・
小
海
・
上
庄
・
肥
土
山
の
各
村
と
、
幕

領
で
あ
っ
た
大
部
村
の
六
ケ
村
で
、
池
田
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は
池
田
町
に
、
ま
た
草
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乃

「
小
豆
島
出
張
人

数
名
面
井
泊
り
附
」

安
政
元
年
九
月

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
九
月
、

ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
の
率
い

る
軍
艦
に
、
小
海
村
の
廻
船
が
兵
庫

沖
で
遭
遇
し
ま
し
た
。

早
速
津
山
藩
で
は
、
小
豆
島
海
岸

防
備
の
た
め
、
太
田
仙
助
以
下
六
四

名
を
派
遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
海
岸
防
備
の
目

的
で
、
村
民
の
二
・
三
男
一
○
○
名

を
選
抜
し
、
足
軽
と
し
名
字
帯
刀
を

許
し
ま
し
た
。

『
小
豆
島
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張
人
数
名
面
井
泊
り
附
』

安
政
元
年
九
月

馴
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珊
織
篭

「
陣
屋
の
松
」

天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
、
洲
崎
村
に
陣
屋
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
松
は
、
そ
の
名
残
り
で
し
た

が
、
枯
れ
た
た
め
伐
ら
れ
、
今
で
は
代
り
の
松
が
植

ら
れ
て
い
ま
、
す
。
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』
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池
田
湾
碇
泊
と

幾
太
郎
事
件
」

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
八
月

二
三
日
、
英
国
軍
艦
が
池
田
湾
に

碇
泊
中
、
艦
員
所
持
の
銃
が
暴
発

し
ま
し
た
。
こ
の
折
、
た
ま
た
ま

軍
艦
を
見
物
中
の
蒲
生
村
民
幾
太

郎
に
弾
丸
が
あ
た
り
即
死
す
る
惨

事
が
お
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
件

解
決
に
、
藩
士
鞍
懸
寅
二
郎
が
尽

力
し
、
報
償
と
し
て
洋
銀
二
百
枚

（
一
一
一
両
一
歩
一
朱
二
分
五
厘
）

が
英
国
側
か
ら
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

ｊ
７
ｌ
り
帝

協
雌
融
茄
聯
？
錆
払
慈
を
秒
卿
燃
勘
マ
ー
ム
抵
騰
鮒
ｉ
と
糸
ｒ
ｌ
Ⅷ
婁
網

》
蛎
児
咳
万
ｒ
易
摂
〃
旗
胤
廼

ル
み
ず
乱
訓
や
‐

「
英
国
軍
艦

一
…
ゑ
ゑ
；

心
稔
他
器
如
，
ｌ
り
ん
淵
廟
券
俸
而
″
堂
７
量
二
入
ｒ
ル
ー
七
隅
圃
＃
ハ
ヤ
皐
〆
鵬
聡
鵬
岬
‐

少
了
刷
り
生
催
今
Ｙ
拳
Ｔ
泌
農
』
す
〃
↑
，
餓
診
良
謄
術
惨
Ｉ
／
，
准
皆
愛

胸
１
噸
等
胤
鰹
碓
貯
瞭
嘩
冬
二
外
ｒ
ル
》
今
確
訪
翁
黄
“
Ｉ
隼
”
が
§
く
巡
岸
ら
，
ｊ
ｊ
争
複
微
咋
も
ァ
卯

稚
“
術
Ｉ
一
歩
亭
〃
吹
欣
孟
伽
Ｉ
妙
ｆ
些
涌
７
へ
と
。
一
入
‐
ｒ
ル

…
，

ナ
侮
耀
ム
私
小
Ｚ
藤
ｚ
狗
迩
州
炉
秀
俊
ｙ
い
て
弄
群
Ｉ
久
松
諭
烈
信
峰
卿
／
褐
冊
署
緑
必
火

″
小
賜
井
吟
＃
験
壌
謝
工
黙
汚
茨
？
ゑ
ふ
や
分
葡
錫
燈
寵
縦
翠
Ｉ
以
浄
今
で
聾
？
吟
６
１

児
営
芽
７
２
良
艶
ｆ
Ａ

γ
綴
↑
島
Ｚ
弁
鳳
？
ｊ
ム
リ
蝿
峯
伽
撞
偽
喚
毎
，
卿
１
１
仏
迄
樫
燕
惣
＃
乞
い
峰
半
も
ｖ
更

２

島
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今
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作
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払
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令
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牽
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元
治
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年

地
Ｊ
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ム
寸
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；

「
百
姓
一
摸
」

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
の
津
山
藩
政
改
革
に
よ

り
、
翌
二
年
か
ら
年
貢
の
一
割
増
と
諸
運
上
の
取
立

て
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
天
災
地
変
と
米

価
の
暴
騰
に
よ
り
、
農
民
の
困
窮
は
深
ま
る
一
方
で

あ
っ
た
。
こ
の
た
め
慶
応
二
年
の
暮
か
ら
翌
年
に
か

け
て
、
六
ヶ
村
か
ら
年
貢
の
減
税
な
ど
六
ケ
条
を
要

求
し
て
百
姓
一
撲
が
勃
発
し
ま
し
た
。
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悪
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・
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、
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侭
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・
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浬
・
鼻

心
協
堅
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〆

挺
謬
暴
染
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綴
＃
１
余
種
宴
，
潔
誹
一
行
徳
‐

そ
ｉ
１
Ｉ
支
蔭
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》
〃
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鳴
驚
叩
徽

ｉ
移
苧
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群
．
・
姉
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〃
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恥

激
減
一
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従
金
叡

、
図
．
”

ｆ
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凝
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ぐ
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訴
．
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貢
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ｎ
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冬
、
、
〈

鯵
必
娩
〆
誌
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秒
動
恥
程
獅
』
零
．

｜
〃

『
改
政
一
乱
記
』

竹
翻
ハ
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吟

腰
齢
州
，
リ
ァ
苛
重
７
１
瀦
鰯
‐
，
ｙ
″
漁
冨
阜
常
雌

〃
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悠
々
ｌ
一
心
一
ふ
今
伽
維
・
協
弾
撤
一
垂
４
錘
ｊ
Ｌ
鈴
彬
量
ｆ

辱
＃
為
心
無
毒
々
ワ
萱
伽
豊
附
》
ｉ
塗
篭

Ｉ
慨
Ｙ
ｋ
Ｉ
堂
附
仙
１
敗
勧
拶
乞
稗
〃
ウ
勤
皇
、

了
呼
胸
流
肇
懲

『
郡
代
日
記
』
慶
応
三
年

念
砂
仏
恥
も
砿
間
２
ｔ
》

形
ｋ
、
丁
諦
静
雄
陰
肱
宛

Ｉ
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治
二
年
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の
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年 号 月日 主 な出来事

天保８
(1837）

９

1４

弘化２
(1845）

４

嘉永３
(1850）

６

安政７
(1854）

２
５

文久１
(1861）

２
３

元治１
（1864）

慶応２
(1866）

３

明治１
(1868）
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津山領の村替があり、小豆島６ケ村が津山領となる。

６ケ村の引渡しがされる。

洲崎村（庄屋）甚太夫ら５名を、大庄屋並に任命する。

｢小豆嶋御条目 」 が出される。

洲崎村に陣屋を設置する。

江戸津山藩邸が焼失し、普譜の手伝いや、金子を献納した大庄屋並．庄屋等

に酒・錫があたえられる。

大風雨のため、洲崎村30軒余りが砂･石･大木で押埋まった。

90歳以上16名に、米・銀の手当が出された。

アメリカ使節ペリーが、浦賀に来航◎

ロシア使節プチャーチンが、長崎に来航。
O

プチャーチン再来、津山より小豆島海岸防備のため64名を派遣する。
'P

松平斉民が隠居して、 慶倫が津山藩主となる。
ｳ■

砲術修行・船軍調練のたあへ津山藩士29名が小豆島に出張する。

土庄村笠井健左衛門ら６名が、大庄屋に任命される。

年貢を一割増税するふ

６ケ村民の次・三男100名を足軽に選抜し、陣屋に配盃する。

蒲生村民幾太郎ｶﾞも池田湾に碇泊の英国軍艦を参観中､銃が暴発し即死する。

津山藩が、第２次長州征伐に出発、小豆島から足軽25名が従軍。

６ケ村で百姓一摸がおこる

「

。

えいじあないか」踊りが始まり、翌年１．２月まで小豆島全島に波及する。

王政復古の大号令。

神仏分離令により、廃仏穀釈運動がおこる

明治維新◎

◎

版籍奉還松平慶倫が、津山藩知事となる。

６ケ村が津山藩の管轄となる。

津山藩知事が６ケ村を巡視する。

津山藩廃止、津山県となる。

津山県廃止、北条県となり、６ケ村を管轄する。

６ケ村が北条県から香川県に編入する。
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